


ヒトスジシマ蚊の⽣息域の北上！
⽇本で約70年ぶりにデング熱報告

ヒトスジシマ蚊の⽣息域は、
2035年に本州の北端、2100年に北海道まで拡⼤と予測



資料）環境省編 地球温暖化と感染症 より引⽤



厚⽣労働省啓発ポスターより引⽤





北海道⼤学や
タイのマヒドン⼤学で、
⾷品添加物レベルの安全な材料（リン酸カルシウム
や銀など）をつかって、
マラリア等の感染症の原因となる蚊の発⽣を抑えよ
うと、活発に研究されていました。

⽇本では、不衛⽣タンパクを分解する効果のために、
マスクやタオルなどに使⽤されています。



（左：通常の不織布、右：ハイドロ銀チタンを担持させたシート）
デング熱などの感染症を媒介するヒトスジシマカの成⾍ケージ内に、
ハイドロ銀チタンを担持させたシートを張っていた容器（右）と普通の不
織布を張った容器（左）を、⼀晩暴露する実験。
右のカップにだけ、多数の⽔没した蚊成⾍がみとめられました。



また、北海道⼤学での実験によれば、ハイドロ銀チタンの存在下に産下された
蚊の卵の蚊の卵のふ化率は、８~９割程度減少しています。



シートの配置が
ボウフラの⽣死に影響

ハイドロ銀チタンシート上下分割瓶を
作成し、それぞれにボウフラ投⼊

6⽇後

シートが⽔⾯を含む位置に
配置され、
ボウフラが死亡した瓶の
「⽔のみ」を別の瓶に移して
ボウフラを投⼊したところ、
異常なく⽣育。

桝の外周にこの触媒をくっつ
ければ、ボウフラ退治が出来
て、⽔には影響なし！？

その後

① ⽔や環境に悪影響をあたえず、桝内にぬるだけで蚊の発⽣を抑えられた！

② 薬剤耐性を起こさせない材料をみつけた！

③ ボウフラ以外の微⽣物はなるべく残せた！



ボ
ウ
フ
ラ
数

採⽔⽇
MS仕上げ桝はボウフラ数が
コントロールの数⼗分の１

という結果に！



実験前にまずは、現状のご報告。
普通に道の両端にたくさんある
普通のコンクリート桝のなかには、
あちらにもこちらにも、そこにもここにも、

・・・・こんなにボウフラがいたのですね！！

⽔量が少なく、底にゴミが溜まった⽔が浅めの桝
は特にすごく。

100㏄もすくえば
数⼗匹のボウフラに出会えます！



掻き出し後、洗浄清掃 乾燥 ハイドロ銀チタン®
担持

MS仕上げ完成



2021年狛江市実験

30㏄のミニおたまで2回

（60㏄程度）の合計ボウフ

ラ数

30㏄のミニおたまで2

回（60㏄程度）また

はひしゃく（約300㏄

程度）ですくって集

めたボウフラ数

ひしゃく（約300㏄

程度）ですくって集

めたボウフラ数

2021年9月16日 2021年10月7日 2021年11月4日

No1（東野川） 8（300㏄換算40） 　　（300㏄中）0 0

コントロール（泥有そのまま。No1前） 3（300㏄換算15） 　　  （60㏄中）3 0

コントロール（泥無し。清掃のみ。No1の右） 2（300㏄換算10）       （300㏄中)  16 60

No2（和泉本町） 3（300㏄換算15） 　（ 1500㏄中） 2 （但し赤虫20）0

コントロール（No2横。） 0 0 0

No3（岩戸南） 6 0

コントロール（泥無し。清掃のみ。No3前） 3 0

コントロール（泥有そのまま。No3の左側角先） 6 4

No4（猪方） 0 0

コントロール（泥無し清掃のみ。No4前） 0 22

ボウフラカウント結果（狛江市既設桝実験） ボウフラカウント結果 （K市）

2020年 2020年 2020年 2021年

9月3日 9月28日 11月4日 11月4日

No８浸透桝 新設 4 0 0

隣接する既設桝（MSなし） 38 50 　水なし 　水なし

No10浸透桝 新設 0 0 0

隣接する既設桝（MSなし） 0 6 0 　水なし

コントロール浸透桝 新設 0 6 6

コントロール既設桝 18 14 4 7

ボウフラカウント 10⽉7⽇

ボウフラカウント
11⽉4⽇
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MS仕上げ桝とそれ以外のボウフラ数の⽐較

9⽉ 10⽉ 11⽉
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実⽤新案登録3221456号
【要約】ボウフラ発⽣の抑制効果を最⼤限に発揮

することができる、⼈体に対する影響の少ない
⽔質改良装置を提供する。



触媒として使⽤したハイドロ銀チタン®は、GLP 基準（医薬品の⾮臨床試験の安
全性に関する信頼性を確保するための基準）で安全性チェックされた材料です。
この触媒を、溶出しないようにコンクリート桝の壁⾯に担持させて、なるべく⽔
に影響をのこさないボウフラ退治をめざします。



https://kaga-konai.com/lp_konai ⾃治体モニター様募集中！
（実費分は有料になります）

LINEにて蚊の発⽣情報も
募集しております！

MS仕上げ研究会

ノスキッド仕上げ研究会
ノスキッド仕上げ研究会について −ノスキッド仕上げ研
究会ホームページ− (seltec.co.jp)

連絡先
mail：noskid@seltec.co.jp

https://kaga-konai.com/lp_konai
https://noskid.seltec.co.jp/about/index.html

